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０次　　    （基底元、第一真空）  小計　１
１次　　    （基本因子） 　  小計　５
２次　　        小計１０
３次　　        小計１０
４次　　        小計　５
５次　　    （天上元、第二真空）　  小計　１










   ν,l  相互作用する





















































方根　　　　　を導入する。これは ν と判別しにくいので例外的に平体 v で表すことにす
る。





































































小出の等式(2.1.2)は kl = 1ということに等しい。そして実測値からのズレは±0.00003以
下の精度である(Li & Ma,2006)。
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